
本件に関するお問い合わせ先 

１　日時 

令和８年３月３日（火）午前９時 30 分から午後 1 時頃まで 

２　会場 

農家民宿ふだん着（伊那市富県１０５４） 

３　「わたしたちのなからごはん」とは・・・ 

　　「なから」は信州の言葉で「だいたい」「おおよそ」のこと。詳しい分量でなくても長年の感覚でお

いしく仕上がる、家庭のごはんやおやつ、保存食。　伊那谷に根付いた、そんな、「なから」でいい

台所の知恵を教えてもらうワークショップを、伊那市地域おこし協力隊が企画します。 

４　インスタグラム 
　Instagram_@nakara.gohan 

５　担当 

佐藤　純子　（伊那市地域おこし協力隊　農家民泊プランナー） 

林　曜子　（伊那市地域おこし協力隊　伊那から減らそう CO2 促進） 

（mail）nakaragohan@gmail.com 

 

６　添付資料　 有　無

プレスリリース 

（報道関係各位）

令和８年２月 19 日 

商工観光部 観光課 観光政策係 

長野県伊那市　商工観光部　観光課　観光政策係　 

(課長) 田中　(担当) 池上 

電　話：０２６５－７８－４１１１（内線）２４３５ 

ＦＡＸ：０２６５－７８－４１３１ E-mail：knk@inacity.jp 

長野県が名産地である「くるみ」。 

外果皮を剥き、殻の状態で乾燥させたくるみを割るところからはじめ、郷土食であ

る「田づくり」や「和えもの」を教わります。よく乾燥させた殻のくるみは 3 年ほど保存

がきくといわれ、保存食という観点からも貴重な食材です。 

ワークショップを通して、民泊受入家庭同士の交流と、講師となる受入家庭北原さ

んが長年実践されてきた食材や調味料そのものの良さを活かした調理、保存方法

などを学びますので、当日の取材にご協力いただきますようお願いいたします。

伊那市地域おこし協力隊事業 

「わたしたち の なからごはん」 

あやこ さんの くるみ編




